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私
が
、
満
州
に
渡
っ
た
の
は
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）

年
五
月
で
、
当
時
岩
手
県
九
戸
郡
種
市
町
平
内
小
学
校
教

師
在
職
中
に
満
州
国
官
吏
の
募
集
が
あ
っ
た
の
で
、
広
大

な
荒
野
満
州
の
地
に
あ
こ
が
れ
て
応
募
す
る
こ
と
に
し
た
。 

東
北
地
方
の
採
用
試
験
は
仙
台
市
で
実
施
さ
れ
、
合
否

を
待
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
幸
い
合
格
と
共
に
採
用
通
知
が

届
い
た
。
校
長
先
生
に
理
由
を
話
し
教
員
を
辞
職
し
た
い

旨
述
べ
て
お
願
い
し
た
。
当
時
教
員
が
不
足
し
て
い
た
の

で
な
か
な
か
難
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
よ
う
や
く

許
可
さ
れ
た
の
で
満
州
行
き
の
準
備
を
し
、
赴
任
の
途
に

つ
い
た
。 

当
時
は
、
下
関
か
ら
関
釜
連
絡
船
で
朝
鮮
の
釜
山
に
上

陸
し
、
直
ち
に
汽
車
に
乗
り
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
経
由
で
新

義
州
か
ら
鴨
緑
江
を
渡
り
、
満
州
国
安
東
市
に
到
着
。
こ

こ
は
満
州
国
で
あ
る
か
ら
、
税
関
の
検
査
を
受
け
一
路
新

京
（
長
春
）
に
向
か
っ
た
。
新
京
市
で
乗
換
え
、
吉
林
市

の
吉
林
省
公
署
に
向
か
っ
た
。
吉
林
駅
で
下
車
、
そ
こ
か

ら
十
分
く
ら
い
で
吉
林
省
の
公
署
実
業
庁
農
林
課
に
到
着

し
、
課
長
に
着
任
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。 

課
長
は
岩
手
県
出
身
の
大
沼
幹
三
郎
氏
で
、
盛
岡
高
等

農
林
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
で
、
卒
業
と
同
時
に
満
州
に

渡
っ
た
と
の
こ
と
。
当
時
三
十
一
歳
で
省
公
署
の
農
林
課

長
で
あ
っ
た
か
ら
、
早
い
出
世
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

あ
い
さ
つ
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
「
遠
路
御
苦
労
で
あ
っ

た
。
到
着
を
待
っ
て
い
た
。
君
は
学
校
職
員
の
経
験
が
あ

る
よ
う
だ
か
ら
、
省
公
署
東
向
か
い
の
吉
林
省
立
農
事
訓

練
所
の
技
士
を
命
ず
る
」
と
い
う
辞
令
を
も
ら
い
、
勤
務

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
異
国
で
同
郷
の
方
と
会
う
こ
と
は

大
変
心
強
い
も
の
で
、
し
か
も
同
じ
紫
波
郡
の
旧
赤
石
村

の
出
身
で
あ
っ
た
。 

吉
林
省
立
農
事
訓
練
所
は
同
省
立
農
業
試
験
場
と
併
設

さ
れ
て
お
り
、
吉
林
市
の
松
花
江
岸
に
あ
る
風
光
明
媚
な

場
所
で
あ
っ
た
。
柳
の
木
、
楡
の
木
々
が
道
路
沿
い
に
た

く
さ
ん
伸
び
て
い
る
吉
林
市
の
河
南
公
園
と
い
う
所
で
あ
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り
、
休
日
な
ど
は
見
学
者
が
大
勢
集
ま
る
名
所
で
も
あ
る
。

こ
の
訓
練
所
は
満
州
国
の
農
業
指
導
員
の
育
成
所
で
あ
っ

た
か
ら
訓
練
は
大
変
厳
し
く
、
寄
宿
舎
に
全
員
入
所
し
共

同
生
活
で
あ
っ
た
。
昼
食
な
ど
は
毎
日
一
緒
に
食
べ
、
高

粱
の
ご
飯
に
み
そ
汁
、
生
ネ
ギ
に
み
そ
を
付
け
て
食
べ
た

が
、
私
も
農
村
の
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
粗
食
に
は
耐
え
ら

れ
た
。
中
国
人
の
常
食
は
高
粱
で
あ
る
か
ら
、
豚
肉
な
ど

は
と
き
ど
き
食
べ
る
程
度
で
、
普
通
は
一
般
的
に
粗
食
で

あ
る
。
五
月
端
午
の
節
句
と
か
、
年
越
し
・
新
年
の
お
祝

い
な
ど
は
誠
に
盛
会
で
あ
っ
た
が
、
経
費
は
毎
月
一
定
で

あ
る
た
め
普
段
は
節
約
し
、
お
祝
い
の
行
事
な
ど
の
た
め

に
向
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

昭
和
十
五
年
こ
ろ
に
な
る
と
、
満
州
の
食
糧
事
情
も
厳

し
く
な
り
、
高
粱
、
野
菜
の
供
出
要
請
が
政
府
か
ら
発
令

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
供
出
は
順
調
に
完
了
し
た
。

こ
れ
は
関
東
軍
の
要
請
で
行
わ
れ
た
の
だ
が
、
満
人
（
農

家
）
の
供
出
完
了
者
に
対
し
て
は
、
彼
ら
が
最
も
喜
ぶ
綿

布
の
特
別
配
給
が
あ
り
、
こ
れ
が
効
果
を
あ
げ
た
。 

食
糧
の
供
出
が
だ
ん
だ
ん
厳
し
く
な
り
、
吉
林
省
立
農

事
訓
練
所
よ
り
、
吉
林
省
徳
恵
県
公
署
農
林
課
に
食
糧
供

出
要
員
と
し
て
応
援
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
着
任
し
た
。 

そ
し
て
徳
恵
県
内
農
村
の
食
糧
供
出
に
当
た
り
、
農
村

を
回
る
日
々
が
続
い
た
。
興
農
合
作
社
（
日
本
の
農
業
協

同
組
合
に
当
た
る
）
の
職
員
と
共
に
町
村
役
場
な
ど
に
お

も
む
き
、
要
請
や
ら
督
励
や
ら
に
回
り
、
ま
た
県
の
中
心

部
へ
の
食
糧
運
搬
状
況
を
調
べ
る
任
務
に
も
当
た
り
、
関

係
者
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
推
進
し
た
。 

冬
の
訪
れ
と
共
に
応
援
勤
務
が
終
わ
り
、
昭
和
十
五
年

十
二
月
、
吉
林
省
公
署
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
、
食
糧
供
出
の

応
援
経
験
か
ら
吉
林
省
長
春
県
公
署
に
転
勤
命
令
が
発
令

さ
れ
、
昭
和
十
六
年
一
月
十
日
長
春
県
公
署
産
業
課
技
士

を
命
ぜ
ら
れ
て
、
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

長
春
県
公
署
は
新
京
市
の
中
心
に
あ
り
、
満
州
国
の
政

府
機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
る
満
州
国
行
政
の
中
心
地
で
あ

る
。
せ
っ
か
く
中
央
に
転
勤
に
な
っ
た
の
で
、
国
立
大
学

の
受
験
に
挑
む
こ
と
に
し
た
。
選
ん
だ
の
は
、
満
州
国
立

新
京
法
政
大
学
法
学
部
特
修
科
で
あ
っ
た
。
約
三
倍
強
の

競
争
率
で
あ
っ
た
が
、
何
と
か
突
破
し
合
格
す
る
こ
と
が
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で
き
た
。 

合
格
者
は
法
学
部
百
人
中
、
日
系
は
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
、

中
国
系
、
朝
鮮
系
、
蒙
古
系
併
せ
て
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
っ
た
。
日
系
以
外
の
学
生
は
日
本
語
二
等
通
訳
以
上
で

な
い
と
受
験
で
き
な
い
規
定
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
外
国

系
の
受
験
生
は
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。
大
学
の
場
所
は
新

京
市
南
嶺
で
、
こ
の
土
地
は
満
州
事
変
の
日
本
軍
と
中
国

軍
の
古
戦
場
の
跡
地
で
、
満
州
国
の
国
立
大
学
が
こ
の
場

所
に
集
中
建
設
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
っ
た
。
入
り
口
は
満

州
工
業
大
学
、
次
は
同
法
政
大
学
、
同
医
科
大
学
、
同
畜

産
獣
医
大
学
、
大
同
学
院
。
向
か
い
に
は
大
陸
化
学
院
、

そ
の
奥
に
満
州
建
国
大
学
が
建
設
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
が

古
戦
場
で
あ
っ
た
と
は
夢
に
も
思
わ
れ
な
い
学
園
都
市
へ

と
変
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
日
本
、
中
国
、
朝
鮮
、
蒙

古
、
ソ
連
の
五
族
協
和
の
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
思
う

と
き
、
時
代
の
流
れ
の
速
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。 

法
政
大
学
の
教
授
陣
は
、
日
本
の
大
学
と
あ
ま
り
変
わ

り
が
な
か
っ
た
。
日
本
国
の
憲
法
に
当
た
る
の
は
、
満
州

国
で
は
満
州
国
基
本
法
と
称
し
、「
八
絋
一
宇
」
を
基
本
と

し
て
日
本
と
満
州
国
と
が
一
体
で
結
ば
れ
る
よ
う
に
記
載

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

学
長
は
昭
和
十
六
、
七
年
当
時
は
田
所
耕
耘

こ
う
う
ん

先
生
、
次

に
昭
和
十
八
年
柴
田
健
太
郎
先
生
で
あ
っ
た
。
刑
法
、
刑

事
訴
訟
法
は
岩
崎
二
郎
教
授
、
民
法
・
法
理
学
は
法
学
部

長
の
柚
木
馨
教
授
で
、
こ
の
方
は
後
に
神
戸
大
学
長
に
な

ら
れ
た
。
経
済
学
部
長
中
西
仁
三
、
行
政
法
高
橋
貞
三
教

授
、
財
政
学
玉
井
茂
教
授
、
国
際
法
は
黄
演
淮
教
授
で
、

こ
の
方
は
中
国
人
で
京
都
大
学
を
卒
業
さ
れ
て
、
日
本
語

も
日
本
人
と
変
わ
り
な
く
話
さ
れ
る
方
で
あ
っ
た
。
主
だ

っ
た
教
授
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
っ
た
が
、
ほ
か
に
も
多

く
の
錚
々
た
る
方
が
お
ら
れ
た
。 

入
学
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に
二
年
が
経
過
し
た
昭
和
十

九
年
一
月
に
、
戦
争
の
た
め
四
月
進
級
を
一
月
に
繰
り
上

げ
て
、
三
年
生
に
進
級
し
た
。
大
東
亜
戦
争
と
な
っ
て
い

た
の
で
、
年
限
も
繰
り
上
げ
て
若
者
も
参
戦
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
三
年
生
に
な
っ
て
す
ぐ
の
昭
和
十
九
年
三

月
の
春
に
は
、
関
東
軍
よ
り
召
集
令
状
が
き
て
入
隊
し
た
。

そ
の
当
時
に
な
る
と
送
別
会
も
見
送
り
も
禁
止
さ
れ
て
い
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て
、
「
秘
か
に
入
隊
す
る
よ
う
」
に
と
の
達
し
が
あ
っ
た
。

歓
呼
の
声
で
見
送
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
家
族
の
見
送
り

も
禁
止
さ
れ
、
各
々
が
一
人
一
人
音
も
な
く
列
車
に
乗
り

出
征
し
た
の
で
あ
る
。
入
隊
す
る
部
隊
は
黒
龍
江
省
虎
林

県
に
あ
る
歩
兵
第
四
十
四
連
隊
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
部
隊

は
香
川
県
丸
亀
市
の
第
十
一
師
団
隷
下
の
部
隊
で
、
香
川
、

愛
媛
、
高
知
、
徳
島
の
四
国
四
県
の
出
身
者
で
編
成
さ
れ

て
い
た
。 

虎
林
は
ソ
連
と
満
州
の
国
境
の
町
で
、
い
つ
ソ
連
軍
が

越
境
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
危
険
な
所
で
あ
っ
た
。
中

隊
は
、
高
知
県
出
身
者
が
主
力
の
石
黒
中
隊
（
第
六
中
隊
）

で
あ
っ
た
。
午
前
五
時
半
に
起
床
ラ
ッ
パ
が
鳴
る
と
共
に

飛
び
起
き
、
寝
具
を
畳
み
兵
舎
外
に
整
列
し
て
、
朝
の
点

呼
を
受
け
る
。 

当
時
、
戦
争
が
一
層
拡
大
し
大
東
亜
戦
争
へ
と
進
み
、

日
本
国
に
そ
れ
だ
け
の
力
、
特
に
食
糧
が
有
る
だ
ろ
う
か

と
疑
問
を
持
っ
て
い
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
前
に
吉
林

省
公
署
の
食
糧
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
、
関
東
軍
よ
り
依

頼
の
食
糧
供
出
の
応
援
を
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
戦
線
が
南
方
作
戦
や
ビ
ル
マ
作
戦
と
拡
大
し
、
一
方

で
は
満
州
に
あ
る
弾
薬
や
武
器
を
、
ソ
連
と
の
国
境
に
保

管
し
て
い
た
も
の
を
毎
日
の
よ
う
に
南
方
戦
線
に
輸
送
し

た
の
で
あ
る
。
私
た
ち
も
一
期
の
検
閲
が
終
了
し
、
初
年

兵
全
員
が
一
等
兵
に
進
級
し
、
一
安
心
と
い
う
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。 

冬
期
の
厳
寒
の
訓
練
も
終
わ
る
と
、
今
度
は
暖
か
く
な

っ
た
の
で
各
地
に
あ
る
部
隊
へ
の
転
属
命
令
が
発
令
さ
れ
、

私
も
昭
和
二
十
年
四
月
十
日
に
歩
兵
第
二
百
八
十
連
隊
に

転
属
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
部
隊
は
朝
鮮
、
満
州
、
ソ
連

の
国
境
が
接
し
、
か
つ
て
は
張
鼓
峰
事
件
の
あ
っ
た
三
角

地
帯
の
国
境
警
備
隊
で
あ
る
。 

日
本
軍
と
ソ
連
軍
が
毎
日
相
対
し
睨
ん
で
い
る
所
で
、

陣
前
に
約
二
百
メ
ー
ト
ル
の
中
間
地
帯
が
あ
り
、
そ
の
中

間
地
帯
に
は
両
軍
と
も
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
約
束
が
あ

り
、
両
陣
地
に
は
鉄
条
網
が
張
ら
れ
て
い
る
の
で
、
た
と

え
一
歩
た
り
と
も
中
間
地
帯
に
入
れ
ば
す
ぐ
に
弾
丸
が
飛

ん
で
く
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
夜
は
少
し
ぐ
ら
い
は

入
っ
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
か
、
味
方
の
兵
隊
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が
夜
間
に
鉄
条
網
を
越
え
て
二
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
入
っ
た

と
こ
ろ
、
直
ち
に
弾
丸
が
飛
ん
で
き
て
、
足
の
一
部
に
当

た
り
騒
動
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
少
し
も
油
断
が
で
き
な
い
国
境

地
帯
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
方
の
陣
地
か
ら
ソ
連
の
兵
隊

の
訓
練
状
況
も
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
も

あ
り
、
誠
に
重
要
な
国
境
線
で
あ
る
。 

我
が
日
本
軍
の
陣
地
も
ソ
連
軍
の
向
か
い
側
の
高
所
に

在
り
、
重
機
関
銃
十
数
台
及
び
高
射
砲
な
ど
を
据
え
付
け

て
い
て
、
い
つ
で
も
発
射
で
き
る
態
勢
を
整
え
て
い
た
。

我
が
方
の
陣
地
は
山
の
裾
野
を
掘
り
、
土
中
に
兵
舎
を
建

設
し
て
東
南
二
カ
所
に
出
入
口
を
作
っ
た
。
普
通
、
山
の

中
腹
か
ら
炊
事
の
た
め
の
煙
が
昇
る
の
で
、
日
本
軍
が
山

腹
の
壕
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
、
ソ
連
軍
も
知
っ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
陣
地
内
の
こ
と
は
お
互
い
秘
密
に

し
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
分
か
ら
な
い
と
思
う
が
、
実
際

は
お
お
む
ね
の
様
子
は
分
か
っ
て
い
た
も
の
と
思
う
。 

昭
和
二
十
年
七
月
三
日
付
で
第
百
二
十
七
師
団
挺
進
大

隊
よ
り
の
募
集
が
あ
っ
て
、
そ
の
選
抜
テ
ス
ト
が
行
わ
れ

た
が
、
全
員
テ
ス
ト
の
対
象
と
な
っ
た
。
先
輩
か
ら
聞
い

た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
は
鉄
橋
、
ビ
ル
等
建
造
物
を
爆
破

す
る
部
隊
を
編
成
す
る
た
め
の
募
集
で
あ
る
か
ら
、
危
険

な
部
隊
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
条
件
は
身
体
強
健
で

敏
捷
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
も
若
い
と
き
は
陸
上
競
技
の

選
手
だ
っ
た
の
で
、
特
別
に
希
望
は
し
な
い
が
、
合
格
す

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
予
感
が
あ
っ
た
。 

体
力
試
験
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
私
一
人
が
合
格
と
判

定
さ
れ
、
間
島
省
延
吉
市
所
在
の
第
百
二
十
七
師
団
挺
進

大
隊
に
転
属
を
命
ぜ
ら
れ
、
国
境
警
備
隊
よ
り
一
転
し
て

教
育
隊
に
転
属
と
な
っ
た
。 

昭
和
二
十
年
八
月
八
日
、
ソ
連
が
日
ソ
中
立
条
約
を
一

方
的
に
破
っ
て
大
戦
に
参
戦
し
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
ソ

連
軍
が
ソ
満
国
境
を
一
気
に
越
え
、
夜
中
に
な
っ
て
張
鼓

峰
国
境
警
備
隊
を
襲
っ
た
。
土
中
の
兵
舎
か
ら
出
て
く
る

兵
隊
を
二
つ
の
出
入
口
で
待
ち
か
ま
え
、
次
々
と
射
殺
し

た
。
二
つ
の
出
入
口
に
は
屍
が
山
を
な
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。 

そ
れ
を
知
っ
た
の
は
、
後
日
私
も
捕
虜
と
な
り
、
原
隊
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の
収
容
所
で
か
つ
て
張
鼓
峰
の
警
備
隊
の
同
僚
だ
っ
た
兵

隊
に
会
い
聞
い
た
と
こ
ろ
、
生
き
延
び
た
の
は
同
部
隊
で

は
彼
一
人
だ
け
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
私
も
転
属
し
な
い
で

お
れ
ば
屍
の
山
の
一
人
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
、
運
の
良

さ
を
痛
感
し
た
。 

彼
に
、
ど
う
し
て
あ
な
た
は
生
き
延
び
た
の
か
と
問
う

た
と
こ
ろ
、
機
関
銃
が
私
に
は
当
た
ら
な
か
っ
た
の
で
暗

い
う
ち
に
そ
の
沢
を
下
り
、
朝
鮮
民
家
に
た
ど
り
着
い
て

救
い
を
求
め
て
生
き
延
び
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

第
百
二
十
七
師
団
挺
進
大
隊
は
、
昼
は
寝
て
夜
間
に
活

動
す
る
と
い
う
特
殊
部
隊
で
、
夜
間
に
目
標
と
す
る
高
層

ビ
ル
や
鉄
橋
の
構
造
な
ど
を
調
査
し
て
い
た
。
こ
の
部
隊

も
、
八
月
に
入
る
と
訓
練
は
一
層
本
格
化
し
た
が
、
八
月

九
日
に
は
ソ
連
軍
が
突
如
と
し
て
満
州
国
境
を
突
破
し
て

満
州
国
に
侵
入
し
た
と
い
う
情
報
が
入
っ
た
の
で
、
訓
練

を
中
止
し
我
が
挺
進
大
隊
も
満
州
北
東
部
国
境
に
向
か
っ

て
前
進
し
た
。
そ
の
途
中
、
ソ
連
軍
の
飛
行
機
が
襲
撃
し

て
き
て
、
部
隊
に
攻
撃
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
全
員
無
事
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
一
回
目
の
情
報
で
は
大
東
亜
戦
争
も
停
戦
協

定
が
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
が
流
さ
れ
た
が
、
部
隊
は
そ

の
情
報
は
無
視
し
て
い
た
。
数
日
後
に
ソ
連
軍
が
越
境
し

て
「
日
本
は
無
条
件
降
伏
を
し
た
の
で
武
装
解
除
す
る
」

と
言
っ
た
。
我
が
部
隊
は
ソ
連
軍
の
立
ち
会
い
で
武
装
解

除
し
、
小
銃
、
機
関
銃
、
手
榴
弾
、
軍
刀
、
弾
薬
な
ど
が

山
の
よ
う
に
積
ま
れ
、
全
部
ソ
連
軍
に
引
き
渡
し
た
。 

さ
ら
に
そ
の
後
に
入
手
し
た
情
報
で
、
「
八
月
十
五
日

停
戦
協
定
が
成
立
し
た
」
と
知
ら
さ
れ
、
そ
れ
で
は
お
互

い
に
停
戦
す
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ま
た
情
報

が
入
り
、
日
本
は
大
東
亜
戦
争
に
無
条
件
降
伏
し
た
と
い

う
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

誠
に
遺
憾
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
国
境
に
は
ラ
ジ
オ
も

な
く
、
当
時
は
も
ち
ろ
ん
テ
レ
ビ
な
ど
な
い
時
代
で
、
大

隊
本
部
の
発
表
だ
け
が
頼
り
で
あ
っ
た
。 

昭
和
二
十
年
八
月
こ
ろ
の
話
で
あ
る
か
ら
、
当
時
は
情

報
の
伝
わ
り
方
が
大
変
遅
れ
て
い
た
と
思
う
。
こ
れ
で
残

念
な
が
ら
大
東
亜
戦
争
も
終
わ
っ
た
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。

我
々
の
そ
れ
ま
で
の
最
前
線
に
お
け
る
死
に
物
狂
い
の
訓
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練
と
戦
い
は
、
何
の
た
め
で
あ
っ
た
か
空
し
く
感
じ
ら
れ

た
。 そ

れ
か
ら
原
隊
の
所
在
す
る
間
島
延
吉
市
の
部
隊
に
戻

っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
原
隊
は
日
本
軍
の
捕
虜
収
容
所
に
変

わ
り
、
次
々
と
日
本
軍
の
兵
隊
が
集
結
し
始
め
て
大
部
隊

と
な
っ
た
。
ま
た
、
満
州
国
境
の
陣
地
に
は
日
本
軍
の
食

糧
も
衣
料
も
充
分
に
保
管
し
て
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
を
ソ

連
軍
が
全
部
本
国
に
輸
送
し
た
の
で
あ
る
。 

ソ
連
軍
が
い
か
に
物
資
が
欠
乏
し
て
い
た
か
と
い
う
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
た
。
ソ
連
兵
を
見
る
と
日
本
軍
の
軍
靴

を
履
い
て
い
た
が
、
靴
下
も
な
く
日
本
軍
か
ら
没
収
し
た

綿
布
を
切
っ
て
足
に
巻
き
、
靴
下
の
代
わ
り
に
し
て
履
い

て
い
る
。
日
本
軍
の
服
を
着
て
い
る
兵
隊
も
大
分
い
た
。

し
か
し
、
戦
い
に
負
け
た
兵
隊
と
し
て
は
致
し
方
な
く
、

当
方
は
捕
虜
収
容
所
の
人
と
な
っ
た
。 

一
週
間
も
し
な
い
う
ち
に
、
毎
日
の
よ
う
に
一
個
中
隊

二
、
三
百
人
く
ら
い
の
単
位
で
兵
舎
を
出
て
行
く
の
で
、

ど
こ
に
行
く
の
か
と
ソ
連
兵
に
聞
く
と
、
内
地
に
帰
る
た

め
清
津
、
羅
津
の
港
の
近
く
に
集
結
す
る
と
の
こ
と
。
そ

し
て
、
日
本
か
ら
迎
え
に
来
る
船
を
待
つ
の
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
人
々
を
見
送
り
な
が
ら
、
私
た

ち
は
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
。 

私
は
日
本
兵
捕
虜
収
容
所
の
本
部
か
ら
呼
び
出
さ
れ
、

「
君
は
満
州
国
政
府
職
員
の
経
験
も
あ
り
、
満
州
国
の
学

校
も
出
て
い
る
よ
う
だ
。
満
州
国
内
の
事
情
に
精
通
し
て

い
る
と
思
う
か
ら
、
捕
虜
収
容
所
の
管
理
事
務
所
に
勤
務

す
る
よ
う
に
」
と
命
ぜ
ら
れ
、
翌
日
か
ら
勤
務
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。 

与
え
ら
れ
た
事
務
は
、
捕
虜
収
容
所
に
入
っ
て
き
た
人

数
を
階
級
別
に
報
告
、
ま
た
出
て
行
っ
た
人
数
も
階
級
別

に
報
告
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
、
何
千
人
の
数
合
わ
せ
は

大
変
な
仕
事
だ
っ
た
。
何
と
か
内
地
に
早
く
帰
り
た
い
一

念
で
、
真
面
目
に
勤
務
に
精
励
す
る
こ
と
と
し
た
。 

捕
虜
収
容
所
の
事
務
所
は
ソ
連
軍
の
管
理
事
務
所
の
向

か
い
側
に
あ
り
、
伝
令
は
毎
日
の
よ
う
に
事
務
所
に
来
た
。

夜
は
日
本
兵
の
逃
亡
が
あ
る
の
で
、
夜
間
の
行
動
は
特
に

厳
し
い
管
理
下
に
あ
っ
た
。
四
、
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
高

い
鉄
条
網
を
越
え
て
逃
亡
す
る
者
が
い
た
が
、
ソ
連
兵
の
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看
守
が
い
つ
も
見
張
っ
て
い
る
の
で
見
付
か
る
と
逃
亡
者

は
そ
の
場
で
射
殺
さ
れ
た
。
死
体
は
当
収
容
所
の
本
部
に

持
ち
込
ま
れ
る
の
で
、
大
変
で
あ
っ
た
。
一
日
も
早
く
帰

り
た
い
一
心
か
ら
、
注
意
さ
れ
て
も
な
か
な
か
徹
底
し
な

か
っ
た
。
兵
隊
は
、
内
地
に
一
日
で
も
早
く
帰
れ
る
こ
と

を
夢
に
見
て
毎
日
生
活
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
や
む

を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。 

十
二
月
に
入
る
と
、
捕
虜
に
対
す
る
衛
生
管
理
が
良
く

な
い
の
で
、
発
疹
チ
フ
ス
に
か
か
り
死
亡
す
る
者
が
多
く

出
た
。
発
疹
チ
フ
ス
に
か
か
る
と
、
四
十
歳
前
後
の
人
、

ま
た
そ
れ
よ
り
若
い
人
は
体
力
が
あ
る
の
で
何
と
か
快
復

す
る
が
、
五
十
歳
を
越
え
る
人
は
大
方
死
亡
し
た
。
日
が

経
つ
に
つ
れ
て
捕
虜
収
容
所
も
食
糧
が
不
足
し
て
き
て
、

米
の
ご
飯
な
ど
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
一
日

二
食
の
高
粱
粥
の
食
事
で
、
野
菜
も
な
く
お
か
ず
も
な
い

の
で
、
若
く
て
元
気
の
よ
い
兵
隊
で
も
日
一
日
と
衰
え
て

い
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。 

そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
か
つ
て
は
関
東
軍
の
精
鋭
と
称

さ
れ
た
日
本
軍
の
姿
は
見
る
影
も
な
か
っ
た
。
食
べ
物
に

飢
え
た
兵
隊
は
、
使
役
に
駆
り
出
さ
れ
る
と
、
大
豆
を
運

搬
す
る
荷
車
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
大
豆
を
競
争
で
拾
っ
て

兵
舎
に
持
ち
帰
り
、
煎
っ
て
食
べ
る
有
様
で
あ
っ
た
。 

十
二
月
か
ら
一
月
こ
ろ
に
な
る
と
、
頭
が
お
か
し
く
な

る
者
も
出
て
き
た
。
「
○
○
一
等
兵
、
申
告
に
参
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
内
地
帰
還
を
命
ぜ
ら
れ
、
明
日
出
発
し
函
館
港

に
上
陸
し
、
札
幌
に
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
み
ん

な
の
前
で
ま
じ
め
な
顔
を
し
て
申
告
を
す
る
兵
隊
が
い
た
。

全
員
そ
ん
な
こ
と
は
あ
る
わ
け
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い

る
の
で
、｢

そ
れ
は
良
か
っ
た
、
良
か
っ
た
。｣

と
み
ん
な

で
相
槌
を
打
っ
て
や
っ
た
が
、
翌
朝
に
は
彼
は
死
ん
で
い

た
。
内
地
に
帰
る
こ
と
を
夢
見
て
死
ん
で
い
っ
た
の
で
あ

る
。 そ

の
こ
ろ
に
な
る
と
気
温
は
零
下
三
十
度
以
下
に
も
な

る
か
ら
、
毎
日
十
人
と
か
十
五
人
と
か
の
兵
隊
が
死
ん
で

い
っ
た
。
兵
隊
の
中
に
元
僧
侶
だ
っ
た
者
も
い
る
の
で
、

毎
日
兵
舎
の
庭
で
お
経
を
あ
げ
、
土
を
掘
り
五
段
重
ね
で

埋
葬
し
た
。
十
三
人
の
と
き
は
、
三
人
の
所
に
は
土
を
掛

け
ず
菰
を
被
せ
て
お
き
、
翌
日
二
人
を
追
加
し
て
土
を
掛
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け
て
葬
っ
た
。
厳
冬
期
の
土
掘
り
作
業
も
大
変
で
あ
っ
た
。 

三
月
下
旬
と
も
な
れ
ば
、
寒
さ
も
緩
ん
で
き
て
雪
も
解

け
始
め
た
の
で
、
兵
舎
の
庭
に
仮
埋
葬
し
た
兵
隊
の
遺
体

を
間
島
延
吉
市
の
日
本
人
墓
地
に
移
し
た
が
、
そ
の
数
は

何
百
体
に
も
の
ぼ
っ
て
い
て
正
し
い
数
を
確
認
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。 

延
吉
市
の
捕
虜
収
容
所
に
は
、
軍
人
だ
け
で
な
く
一
般

の
日
本
人
在
住
者
も
収
容
さ
れ
て
い
た
が
、
幼
い
子
供
は

ほ
と
ん
ど
発
疹
チ
フ
ス
に
か
か
り
死
亡
し
た
。
収
容
所
で

は
、
お
お
よ
そ
千
人
以
上
の
日
本
人
が
死
亡
し
た
も
の
と

想
像
さ
れ
る
。
冥
土
の
旅
に
た
た
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

祈
り
、
そ
の
遺
骨
の
収
集
が
一
日
も
早
く
で
き
れ
ば
幸
い

と
念
じ
て
い
る
者
の
一
人
で
あ
る
。 

三
月
半
ば
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、
ソ
連
軍
が
収
容
所
に
お
け

る
日
本
軍
の
捕
虜
と
一
般
邦
人
の
管
理
を
中
国
共
産
党
八

路
軍
に
引
き
継
ぎ
、
ソ
連
に
引
き
揚
げ
た
。
共
産
八
路
軍

が
収
容
所
の
管
理
を
始
め
て
間
も
な
く
、
収
容
所
に
お
け

る
食
糧
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
食
糧
の
自
給
自

足
の
た
め
新
京
の
南
西
の
公
主
嶺
（
吉
林
省
懐
徳
県
公
主

嶺
）
に
あ
る
満
州
国
立
農
業
試
験
場
の
付
近
に
行
き
、
食

糧
生
産
を
行
う
こ
と
を
考
え
、
将
校
を
除
く
屈
強
の
兵
隊

約
千
人
を
集
め
て
、
食
糧
増
産
隊
と
し
て
編
成
し
ろ
と
い

う
命
令
が
出
さ
れ
た
。
早
速
に
編
成
作
業
に
か
か
り
事
務

局
が
中
心
に
な
っ
て
編
成
が
行
わ
れ
た
。
私
も
事
務
局
に

勤
務
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
編
成
に
参
画
し
公
主
嶺
に
行

く
こ
と
に
な
っ
た
。 

移
動
の
た
め
の
貨
車
が
到
着
し
た
が
、
そ
れ
は
無
蓋
車

で
便
所
も
な
い
の
で
、
排
便
の
際
は
走
っ
て
い
る
貨
車
か

ら
同
僚
二
人
が
両
手
を
取
り
外
に
向
か
っ
て
脱
糞
す
る
と

い
う
、
誠
に
原
始
的
な
方
法
で
あ
り
想
像
も
で
き
な
い
風

景
で
あ
っ
た
。 

翌
日
、
公
主
嶺
に
到
着
し
全
員
下
車
し
て
構
内
で
休
憩

し
た
。
千
人
の
中
か
ら
さ
ら
に
体
力
の
あ
る
者
五
百
人
を

選
抜
し
て
、
午
後
、
四
平
街
に
向
か
っ
て
徒
歩
で
前
進
し

到
着
し
た
。
私
も
こ
れ
か
ら
の
農
場
経
営
が
楽
し
み
で
あ

っ
た
。
到
着
し
た
ら
、
八
路
軍
の
将
校
か
ら
四
平
街
の
空

家
に
な
っ
て
い
る
日
本
人
住
宅
に
宿
泊
す
る
と
言
わ
れ
た
。

明
日
か
ら
は
食
糧
生
産
作
業
に
従
事
す
る
も
の
と
思
っ
て
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気
持
ち
の
う
え
か
ら
大
張
り
切
り
で
い
た
が
、
そ
れ
は
嘘

だ
っ
た
。 

共
産
八
路
軍
が
、
中
国
中
央
軍
（
蔣
介
石
軍
）
と
の
戦

闘
の
た
め
に
八
路
軍
が
使
う
陣
地
の
塹
壕
掘
り
の
た
め
の

作
業
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に
お
い
て
八
路
軍
も
本

当
の
こ
と
を
言
う
は
ず
も
な
く
、
戦
争
と
は
こ
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
こ
と
を
痛
切
に
知
ら
さ
れ
た
。 

他
の
こ
と
は
考
え
ず
に
、
命
ぜ
ら
れ
た
と
お
り
に
塹
壕

掘
り
に
邁
進
す
る
こ
と
し
か
今
後
の
道
を
開
く
方
法
は
な

い
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
夜
間
に
な
る
と
、
共
産

八
路
軍
が
塹
壕
の
後
方
か
ら
敵
陣
地
に
向
か
っ
て
銃
撃
す

る
と
、
敵
陣
地
か
ら
は
何
倍
も
多
く
の
銃
弾
が
飛
ん
で
く

る
の
で
、
夜
間
の
攻
撃
は
返
っ
て
共
産
党
軍
の
陣
地
を
知

ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
危
険
だ
と
申
し
入
れ
た
。
し
か
し
、

敵
の
夜
襲
が
恐
い
の
で
撃
つ
と
い
う
。
八
路
軍
は
日
本
軍

の
よ
う
に
夜
襲
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
点

安
心
で
あ
っ
た
。 

四
平
街
の
陣
地
に
来
て
、
塹
壕
掘
り
が
半
月
も
続
い
た

あ
る
日
、
休
暇
が
出
さ
れ
た
の
で
四
平
街
に
い
る
二
人
の

友
人
を
訪
ね
た
。
こ
の
二
人
の
友
人
は
家
族
と
共
に
一
緒

に
暮
ら
し
て
い
た
。
一
人
は
満
州
国
官
吏
消
費
組
合
に
勤

務
す
る
中
村
長
蔵
氏
で
、
私
と
は
同
じ
紫
波
郡
佐
比
内
村

出
身
で
一
年
先
輩
で
あ
っ
た
。
ほ
か
の
一
人
は
四
平
省
公

署
会
計
科
に
勤
務
す
る
瀧
浦
矗
氏
で
、
紫
波
郡
赤
石
村
の

出
身
で
あ
り
お
互
い
共
通
の
郷
里
の
話
に
花
が
咲
き
、
夕

方
ま
で
話
し
て
い
た
。 

そ
の
日
は
八
路
軍
と
中
央
軍
の
戦
闘
が
一
段
と
激
し
く
、

中
央
軍
の
飛
行
機
が
四
平
街
を
爆
撃
し
て
八
路
軍
を
悩
ま

せ
て
い
た
。
夕
方
友
人
に
別
れ
を
告
げ
て
宿
舎
に
戻
る
途

中
、
八
路
軍
の
憲
兵
隊
に
捕
ら
え
ら
れ
、
本
部
に
連
行
さ

れ
て
取
り
調
べ
を
受
け
た
。
私
は
中
国
語
は
全
然
分
か
ら

な
い
と
言
っ
た
の
で
、
通
訳
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
私
は
四

平
街
の
塹
壕
掘
り
部
隊
の
一
員
で
あ
る
と
申
し
出
た
が
納

得
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
内
容

は
私
に
も
ち
ょ
っ
と
は
分
か
っ
た
が
、
察
す
る
に
長
春
の

日
本
軍
将
校
が
脱
走
し
た
ら
し
く
、
そ
の
一
人
で
は
な
い

か
と
疑
っ
て
い
る
よ
う
で
、
早
速
縄
を
掛
け
ら
れ
た
が
、

そ
れ
は
本
格
的
な
縛
り
方
で
し
か
も
天
井
に
吊
さ
れ
た
。
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通
訳
の
話
で
は
、
瀧
浦
氏
が
私
が
捕
ま
っ
た
の
を
見
て
い

て
、
も
ら
い
下
げ
に
き
て
く
れ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

憲
兵
が
塹
壕
掘
り
部
隊
本
部
の
八
路
軍
に
調
べ
に
行
く
が

間
違
い
な
け
れ
ば
明
日
釈
放
に
な
る
が
、
も
し
脱
走
将
校

と
認
定
さ
れ
れ
ば
銃
殺
さ
れ
る
と
い
う
。 

私
も
戦
争
で
幸
い
こ
こ
ま
で
生
き
延
び
て
き
た
が
、

「
お
れ
の
人
生
も
こ
れ
ま
で
か
？ 

あ
と
は
運
を
天
に
任

せ
る
し
か
な
い
」
と
考
え
る
と
気
持
ち
が
楽
に
な
り
、
世

の
中
に
恐
い
も
の
は
な
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。 

憲
兵
隊
長
が
八
路
軍
に
行
き
、
私
が
塹
壕
掘
り
部
隊
の

一
員
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
、
夜
中

に
通
訳
が
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
こ
の
通
訳
が
今
日
一
緒
に

話
し
合
っ
た
瀧
浦
氏
の
部
下
で
あ
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
た

よ
う
で
、
同
郷
の
友
に
感
謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ

た
。
翌
日
、
共
産
八
路
軍
の
兵
隊
二
人
が
憲
兵
隊
に
来
て
、

「
こ
の
男
は
我
が
軍
の
塹
壕
掘
り
部
隊
の
兵
隊
に
間
違
い

な
い
」
と
確
認
し
た
の
で
、
無
事
釈
放
さ
れ
た
。 

友
人
の
証
言
と
通
訳
の
協
力
に
感
謝
し
な
が
ら
、
銃
殺

を
免
れ
て
帰
隊
し
た
私
は
、
積
極
的
に
塹
壕
掘
り
に
精
を

出
し
た
。
こ
の
事
件
の
あ
っ
た
こ
ろ
か
ら
戦
闘
が
活
発
化

し
、
中
央
軍
の
飛
行
機
に
よ
る
爆
撃
も
激
し
く
な
っ
た
の

で
、
遂
に
共
産
八
路
軍
は
夜
間
密
か
に
我
が
塹
壕
掘
り
部

隊
を
置
き
去
り
に
し
て
四
平
街
を
放
棄
し
、
北
方
の
新
京

方
面
に
敗
退
し
た
。 

次
の
朝
、
起
床
し
て
整
列
し
て
待
機
し
て
い
た
が
、
八

路
軍
の
兵
隊
は
迎
え
に
来
な
い
し
、
付
近
の
中
国
人
も
集

ま
っ
て
騒
い
で
い
た
の
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
八
路
軍
が
昨

夕
北
の
方
に
逃
げ
て
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
塹
壕

掘
り
部
隊
の
一
同
は
相
談
し
て
、
そ
の
場
で
解
散
す
る
こ

と
と
し
た
。
各
人
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
か
は
本
人

の
自
由
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

私
は
、
先
日
遊
び
に
行
っ
た
中
村
氏
、
瀧
浦
氏
宅
に
お

世
話
に
な
る
こ
と
に
し
た
。
食
事
は
同
氏
宅
で
一
緒
に
し
、

寝
泊
り
は
隣
家
の
二
戸
郡
福
岡
町
出
身
の
黒
澤
の
お
ば
あ

さ
ん
宅
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
人
た
ち
は

同
郷
の
人
で
あ
り
、
私
に
と
っ
て
命
の
恩
人
で
あ
る
と
今

で
も
感
謝
し
て
い
る
。 

四
平
街
在
住
の
居
留
民
と
な
り
、
満
州
国
居
留
民
団
が
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実
施
し
て
い
る
共
産
八
路
軍
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
ま
ま
の

鉄
橋
の
修
理
と
か
建
物
の
建
設
作
業
の
使
役
な
ど
に
、
進

ん
で
参
加
し
た
。
戦
争
を
経
験
し
死
線
を
突
破
し
て
い
る

の
で
、
何
も
恐
い
も
の
は
無
く
な
っ
て
い
た
。 

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
四
平
街
居
留
民
団
に
内
地
引
揚
げ

命
令
が
あ
り
、
内
地
に
帰
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、

引
揚
げ
条
件
と
し
て
家
財
道
具
は
現
地
に
残
置
、
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
一
つ
だ
け
携
行
が
許
さ
れ
た
。
そ
れ
を
知
っ
た

中
国
人
は
残
置
す
る
家
財
道
具
の
所
有
権
を
確
保
す
る
た

め
、
私
た
ち
が
列
車
に
乗
る
二
日
も
前
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

め
ぼ
し
を
つ
け
た
家
に
泊
ま
り
込
ん
で
き
た
。
ど
こ
の
だ

れ
と
も
分
か
ら
な
い
異
国
人
と
一
緒
に
寝
る
の
は
、
あ
ま

り
気
持
ち
の
良
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 

出
発
の
当
日
に
な
る
と
、
他
の
中
国
人
も
家
財
道
具
な

ど
を
狙
っ
て
き
た
が
、
結
局
は
前
か
ら
泊
ま
り
込
ん
で
い

た
中
国
人
に
先
鞭
権
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
全
部
手
に
入
れ

た
ら
し
か
っ
た
。 

引
揚
げ
の
日
が
決
ま
っ
た
と
き
、
あ
る
家
の
子
供
が
急

病
に
な
り
、
引
揚
げ
は
無
理
と
医
者
に
診
断
さ
れ
て
、
そ

の
家
で
は
隣
組
の
人
々
に
相
談
を
持
ち
か
け
た
。
隣
組
の

人
々
が
集
ま
っ
て
相
談
し
た
が
、
あ
る
人
は
、
こ
の
際
病

気
の
子
供
を
殺
し
て
で
も
一
緒
に
引
き
揚
げ
な
け
れ
ば
、

あ
と
で
帰
れ
る
保
証
は
な
い
と
い
う
意
見
を
述
べ
、
別
の

あ
る
人
は
子
供
の
病
気
を
治
し
て
次
の
引
揚
げ
を
待
つ
べ

き
だ
と
い
う
意
見
を
述
べ
、
意
見
は
二
つ
に
分
か
れ
た
。

私
に
も
意
見
を
聞
か
れ
た
の
で
、
「
引
揚
げ
は
今
回
限
り

で
は
な
い
と
思
う
か
ら
、
次
の
引
揚
げ
を
待
つ
方
が
よ
い
」

と
言
っ
た
。
他
に
も
そ
う
い
う
意
見
が
多
く
、
家
族
は
次

の
機
会
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。
殺
し
た
子
供
は
生
き
返
る

こ
と
は
な
い
。
あ
る
人
は
、
私
に
「
次
の
機
会
が
あ
る
と

保
証
で
き
る
の
か
」
と
問
い
か
け
た
が
、
集
ま
っ
た
人
々

の
意
見
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
家
族
の
そ
の
後
の
消

息
は
分
か
ら
な
い
が
、
き
っ
と
無
事
に
引
き
揚
げ
て
今
は

幸
福
な
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
と
私
は
思
っ
て
い
る
。 

い
よ
い
よ
引
揚
げ
が
始
ま
り
、
列
車
は
発
車
し
た
が
奉

天
（
瀋
陽
）
で
停
車
し
た
ま
ま
、
そ
れ
か
ら
な
か
な
か
発

車
し
な
か
っ
た
。
機
関
士
が
金
を
要
求
し
て
い
た
の
で
、

全
員
か
ら
金
を
集
め
機
関
士
に
渡
し
た
と
こ
ろ
、
列
車
は
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す
ぐ
に
走
り
出
し
た
。
四
平
街
を
出
発
し
て
か
ら
三
、
四

日
ぐ
ら
い
し
て
、
錦
州
省
の
葫
蘆
島
に
到
着
し
た
。
日
本

か
ら
の
引
揚
船
が
来
る
ま
で
、
四
、
五
日
滞
在
し
た
。
そ

の
間
に
持
ち
物
検
査
が
あ
り
、
お
金
は
一
人
千
円
ま
で
し

か
持
て
ず
、
そ
れ
以
上
持
っ
て
い
る
人
は
全
部
没
収
さ
れ

た
。 乗

船
し
て
最
初
の
一
日
は
波
も
静
か
で
あ
っ
た
が
、
二

日
目
は
海
が
荒
れ
て
船
酔
い
す
る
も
の
が
続
出
し
た
。
み

ん
な
顔
が
青
く
な
り
、
食
事
も
容
易
に
摂
れ
な
い
状
態
で

あ
っ
た
。
私
の
グ
ル
ー
プ
八
人
も
み
ん
な
船
酔
い
し
て
い

て
、
私
一
人
が
酔
わ
な
い
で
八
人
の
食
事
の
運
搬
な
ど
、

一
切
を
引
き
受
け
た
。
私
も
強
い
方
で
は
な
か
っ
た
が
今

回
は
船
酔
い
は
な
く
、
み
ん
な
の
手
助
け
が
で
き
て
幸
せ

で
あ
っ
た
。
葫
廬
島
を
出
発
し
て
五
日
目
ぐ
ら
い
に
、
待

望
の
日
本
の
港
、
舞
鶴
港
に
到
着
し
た
。
直
ち
に
上
陸
で

き
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
海
外
か
ら
の
引
揚
者
に
は

検
疫
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
早
速
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
体

中
に
散
布
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
所
持
品
を
申
告
し
て
検
査

を
受
け
、
住
所
氏
名
の
申
告
、
両
替
な
ど
で
四
日
ほ
ど
船

中
で
宿
泊
し
た
あ
と
、
よ
う
や
く
舞
鶴
港
に
上
陸
を
許
さ

れ
た
。
こ
こ
は
日
本
の
土
地
だ
と
思
う
と
感
激
ひ
と
し
お

だ
っ
た
。 

引
揚
列
車
で
東
京
駅
に
向
か
い
、
東
北
本
線
に
乗
り
換

え
、
岩
手
県
の
日
詰
駅
で
下
車
し
た
。
電
報
を
打
っ
て
い

た
の
で
迎
え
が
来
て
い
て
、
紫
波
郡
佐
比
内
村
の
実
家
に

無
事
に
着
い
た
。
満
州
に
勤
務
し
て
い
た
当
時
に
結
婚
し

た
妻
は
、
昭
和
十
九
年
に
お
産
の
た
め
に
実
家
に
帰
っ
て

い
て
、
生
ま
れ
た
子
供
は
三
歳
に
な
っ
て
い
た
。
父
親
を

見
た
こ
と
が
な
い
の
で
、「
お
父
さ
ん
が
帰
っ
て
き
た
よ
」

と
妻
が
言
っ
て
も
、
妻
の
後
ろ
に
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
い

る
の
で
「
お
父
さ
ん
だ
よ
！
」
と
言
っ
た
ら
、
子
供
は
恐

る
恐
る
私
の
そ
ば
に
来
て
や
っ
と
抱
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。 実

家
は
元
々
兄
夫
婦
に
姪
二
人
と
祖
母
の
五
人
家
族
で
、

そ
こ
に
私
の
家
族
三
人
が
増
え
て
八
人
家
族
に
な
っ
た
。

実
家
は
農
家
で
あ
っ
た
が
、
兄
は
村
役
場
に
勤
務
し
て
い

た
。
主
食
は
何
と
か
あ
っ
た
が
、
副
食
な
ど
に
は
苦
労
し

て
い
た
。
兄
は
私
に
今
、
町
に
住
む
と
食
糧
の
確
保
が
大
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変
だ
か
ら
、
し
ば
ら
く
は
家
で
農
業
を
手
伝
い
、
落
ち
着

い
た
ら
ど
こ
か
に
就
職
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
と
言
っ
て
く

れ
た
の
で
、
安
心
し
て
農
業
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
村
の

青
年
た
ち
と
も
交
流
を
図
っ
た
。 

青
年
た
ち
と
相
談
し
て
、
地
元
の
熊
野
神
社
の
秋
の
祭

典
に
、
し
ば
ら
く
休
ん
で
い
た
樽
御
輿
を
出
し
た
の
で
、

地
域
の
人
に
大
変
に
喜
ば
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
祭
り
で
、

各
戸
か
ら
頂
い
た
お
祝
い
金
で
村
の
公
民
館
を
借
り
て
、

演
芸
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。
終
戦
以
来
、
こ
の
よ

う
な
行
事
が
少
な
い
の
で
大
変
珍
し
が
ら
れ
、
た
く
さ
ん

の
村
人
が
集
ま
り
大
勢
の
出
演
者
が
こ
の
地
方
の
手
踊
り

や
民
謡
、
さ
ん
さ
踊
り
な
ど
を
熱
演
し
、
盛
会
な
う
ち
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

十
二
月
と
も
な
る
と
、
冬
期
に
入
り
農
業
も
暇
に
な
っ

た
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
転
職
し
よ
う
と
考
え
、
盛
岡
市
内
に

出
掛
け
た
。
岩
手
県
庁
に
友
人
が
勤
務
し
て
い
た
の
で
、

県
庁
職
員
の
採
用
予
定
が
な
い
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
人

事
課
に
案
内
さ
れ
て
、
そ
こ
で
近
日
中
に
試
験
が
あ
る
の

で
希
望
す
る
な
ら
願
書
と
履
歴
書
を
提
出
す
る
よ
う
に
、

と
の
こ
と
で
こ
れ
幸
い
と
書
類
を
そ
ろ
え
て
提
出
し
た
。 

一
月
二
十
日
、
県
庁
で
試
験
を
行
う
と
い
う
通
知
が
あ

り
、
第
一
日
目
は
学
科
試
験
、
第
二
日
目
は
口
頭
試
問
で
、

合
否
は
後
日
通
知
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
期
待
を

胸
に
合
否
の
通
知
を
待
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
「
合
格
し
た
」

と
い
う
通
知
を
受
け
た
。 

二
月
十
八
日
付
で
地
方
技
官
岩
手
紫
波
地
方
事
務
所
勤

務
を
命
ず
る
と
い
う
辞
令
を
も
ら
い
、
岩
手
県
職
員
と
し

て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

以
来
昭
和
四
十
九
年
九
月
三
十
日
ま
で
岩
手
県
職
員
と

し
て
勤
務
し
て
、
同
年
十
月
一
日
付
で
社
団
法
人
岩
手
県

農
政
経
済
研
究
所
常
務
理
事
を
拝
命
し
、
岩
手
県
の
農
政

経
済
情
報
の
作
成
報
告
を
担
当
、
各
関
係
機
関
に
送
付
す

る
な
ど
県
行
政
（
農
政
）
の
浸
透
に
努
め
た
。 

農
政
経
済
研
究
所
で
の
勤
務
も
十
年
を
超
え
た
の
で
、

今
度
は
社
団
法
人
岩
手
県
開
拓
振
興
協
会
事
務
局
長
及
び

常
務
理
事
と
し
て
転
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

我
が
国
農
政
を
取
り
巻
く
情
勢
は
誠
に
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
特
に
畜
産
経
営
を
主
体
と
す
る
開
拓
農
家
へ
の
影
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響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
処
す
る

た
め
、
開
拓
農
家
は
も
と
よ
り
、
組
織
を
あ
げ
て
生
産
性

の
向
上
と
流
通
機
構
の
改
善
に
努
力
す
る
こ
と
が
肝
要
と

考
え
、
開
拓
振
興
を
目
的
と
し
、
畜
産
（
肉
牛
、
酪
農
）
、

果
樹
、
野
菜
の
生
産
輸
出
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
、
開
拓
関
係
組
織
の
指
導
的
立
場

の
開
拓
青
年
な
ど
を
派
遣
し
、
同
国
の
農
畜
産
事
情
に
つ

い
て
研
修
を
行
い
、
私
も
参
加
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
共
に
そ
の
気
候
風
土
は
異
な
る
も
の

の
、
そ
の
広
大
な
土
地
と
少
な
い
人
口
密
度
と
は
、
か
つ

て
の
満
州
を
彷
彿
と
さ
せ
た
。
そ
し
て
畜
産
経
営
を
主
体

と
し
た
開
拓
農
家
の
あ
り
方
な
ど
は
、
満
州
開
拓
農
家
の

指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
当
時
を
回
顧
し
、
共
通
す
る
問
題

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。 

も
っ
と
早
く
世
界
農
業
の
実
態
に
触
れ
て
い
た
ら
、
満

蒙
開
拓
農
業
も
今
少
し
違
っ
た
方
策
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
と
、
今
さ
ら
な
が
ら
残
念
で
致
し
方
な
い
。 

私
の
人
生
も
、
前
半
生
は
春
秋
に
富
み
波
乱
に
満
ち
満

ち
た
経
験
を
し
た
が
、
後
半
生
は
平
穏
に
し
て
広
い
視
野

を
得
る
、
落
ち
着
い
た
半
生
と
な
っ
た
。 

こ
れ
も
世
が
平
和
で
あ
る
か
ら
と
、
つ
く
づ
く
感
謝
す

る
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。 


